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 心と心をつなぐ  気持ちのよいあいさつ  
  校長   森  謙次   

  
４月 ７日 か ら子 供た ちの 登 校時 刻に 合わ せ，正 門 前で 交通 安 全の 立哨 に

立っ てい ま す。  
「 お は よ う ご ざ い ま す 」 と 子 供 た ち に 声 を か け ま す 。 す る と ，「 お は よ

うご ざい ま す 」と，元 気な あ い さつ が返 っ てく る子 ども も いま すが ，友だ
ちと おし ゃ べり しな がら 通 り過 ぎる 子や ，何 かあ った かな と 少し しょ ん ぼ
りと して い る子 もい ます 。  

では ，ど の よう に子 供た ち にこ の実 態を 伝 えて いく か。  
４月 の全 校 朝会 で，「 あい さつ の 仕方【 語 先後 礼】」に つ い てふ れま した 。

人権 集会 委 員会 の６ 年生 ３ 人（ 上さ ん・坂 口さ ん・左 近允 さん ）に 協 力 し
ても らい ， お芝 居形 式（ ４ パタ ーン ）で 全 校児 童に 考え さ せま した 。  
【簡 素化 し てお 伝え しま す。】  
 

①番 の子 の よう に，な かな か 声 が出 せな い 子も ，一 度 声を 出 せ ると ，次
の 日 は ， も っ と 元 気 に 挨 拶 が で き る と 思 い ま す 。 頑 張 っ て ，「 お は よ う ご
ざい ます 」 と声 を出 して み まし ょう 。    

②番 や③ 番 の子 は，④ 番の 子 の よう に「語 先 後 礼」で 挨拶 を す ると ，と
ても 丁寧 で 挨拶 をさ れた 人 はと ても 気持 ち がい いも ので す 。挑戦 して み ま
しょ う。  

④ 番 の 子 の よ う に ，「 立 ち 止 ま っ て ， 相 手 の 目 を 見 て ， お は よ う ご ざ い
ます 」と 挨 拶を して から ， 礼を する 」。 これ が ， 佐志 小の 挨 拶で すね 。   

こ れ を 「 語 先 後 礼 （ ご せ ん ご れ い ）」 と い っ て ， と て も 丁 寧 な 挨 拶 の 仕
方で す。  

挨拶 は ，人 と 人 をつ なぐ 大 切な 言葉 です 。挨 拶 をす ると ，み ん なが 笑顔
に な っ て ， 嬉 し い 気 持 ち に な り ま す 。『 温 か く ， さ わ や か な あ い さ つ が で
き る 佐 志 っ 子 』 に な れ る よ う に ，「 い つ で も 」「 ど こ で も 」「 だ れ と で も 」
あい さつ が でき るこ とを 楽 しみ にし てい ま す 。自 分か ら進 ん で挨 拶が で き
る人 にな り まし ょう 。  
  
「お はよ う ござ いま す」「 こん に ちは 」「 こ んば ん は」… あい さつ は，人 と
人を つな ぐ「心 の架 け橋 」です 。相 手 を認 め ，尊重 する と いう 心の 表れ が
あい さつ と なり ます 。それ を 考 えれ ば ，ま ず あ いさ つが あ って ，互 い を認
め合 って か ら本 題に 入る と いう のが 順序 と なり ます 。これ に は，照れ く さ
いと か， 面 倒だ とい う理 屈 は通 用し ない の です 。  
 核 家族 化 や少 子化 ，コロ ナ 禍 の時 代で 子 供た ちの 我慢 や 切磋 琢磨 ，社会
的訓 練の 場 が減 少し てき て いる と言 われ る 昨今 です が， 子 供た ちが 将来 ，
様々 な集 団 に適 応し ，周り に 良 好な 人間 関 係を 築き なが ら ，幸 せで 豊か な
社会 生活 を 営ん でい くた め に， あい さつ の 習 慣 は不 可欠 で す。  
 御 家 庭 に お い て も ，「 あ い さ つ 」 を 通 し て ， 将 来 ， 新 た な 世 界 で 誰 か ら
も受 容さ れ，愛 さ れる 素地 を 身に 付け るこ と がで きる よう ，「 おは よう 」「い
って らっ し ゃい 」「 お帰 り」「 お休 み 」等 の 声か けを よろ しく お 願い しま す。 
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６月の行事予定  
 
０２日 （月 ）  校 内 人 権 月 間 ・食 育 月 間  

        栄 養 教 育 実 習 （～６日 ）  

３日 （火 ）  佐 志 の日  

小 学 生 歯 磨 き大 会 （５年 ）  

４日 （水 ）  佐 志 の日  

歯 科 保 健 指 導 （１～ ４年 ・ ６年 ）  

 ５日 （木 ）  いじめ問 題 を考 える日  

心 の教 育 の日  

ひまわり集 会 （人 権 集 会 ）  

水 泳 学 習 開 始  

ＳＣ椛 山 先 生 来 校  

 ９日 （月 ）  ほっとタイムウィーク  

１２日 （木 ）  Ｂ＆Ｇ水 泳 学 習 （３～６年 ）  

１４日 （土 ）  土 曜 授 業 日  

探 究 学 習 講 演 会  

１８日 （水 ）  町 教 委 学 校 訪 問  

租 税 教 室 （６年 ）  

１９日 （木 ）  第 ２回 ＰＴＡ総 務 委 員 会  

２０日 （金 ）  ＰＴＡ交 通 安 全 指 導  

２３日 （月 ）  学 校 保 健 委 員 会 ・家 庭 教 育 学 級  

第 １回 学 校 運 営 協 議 会  

２５日 （火 ）  プール掃 除 （５・６年 ）  

第 ２回 ＰＴＡ理 事 会  

２６日 （木 ）  子 ども読 書 デー  

３０日 （月 ）  Ｂ＆Ｇ水 泳 学 習 （３～６年 ）   

ＰＴＡ総会・学級ＰＴＡ     
４ 月 1 8 日（ 金 ），Ｐ Ｔ Ａ 総 会 を 実 施

し ，本 年 度 の 事 業 計 画 や 予 算 案 等 が 審

議 さ れ 承 認 さ れ ま し た 。１ 年 間 佐 志 小

Ｐ Ｔ Ａ へ の ご 協 力 よ ろ し く お 願 い し

ま す 。  

学 級 Ｐ Ｔ Ａ で は ，学 級 経 営 に つ い て

担 任 か ら 説 明 ，ま た ，各 学 年 理 事 さ ん

を 中 心 に 意 見 交 換 を お こ な い ，学 年 テ

ー マ を 設 定 し ま し た 。  
１ 年  親 子 で 読 書 ～ お 気 に 入 り の 本 の 紹 介 ～  

２ 年  か け 算 九 九 を マ ス タ ー し よ う ！ 気 持

ち の 良 い あ い さ つ や 返 事 を し よ う ！  

３ 年  親 子 で ロ ー マ 字 に ふ れ 合 お う ！  

４ 年  親 子 で 都 道 府 県 を 漢 字 で 覚 え よ う ！  

５ 年  親 子 で ク ッ キ ン グ ！  

６ 年  漢 検 に チ ャ レ ン ジ ！  

 

 
0                                   本 校 は ， Ｃ Ｓ ＝ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク

ー ル（ 学 校 運 営 協 議 会 設 置 校 ）と し て ，
学 校 運 営 に 地 域 の 声 を 積 極 的 に 生 か
し ，地 域 と 一 体 と な っ て 特 色 あ る 学 校
づ く り を 推 進 し て い き ま す 。  

 
今 年 度 の 学 校 運 営 協 議 会 の メ ン バ ー は ， 以 下 の 方 々 で す 。 年 間 を 通 し て ， 学 校

運 営 協 議 会 を 中 心 と し た 協 議 や 事 業 を 開 催 し ，地 域 と の 協 働 体 制 を さ ら に 広 げ て
い き ま す 。  

 
久 保  敬 作  （ 少 年 団 指 導 者 ・ C S 会 長 ）    小 西  義 彦 （ 佐 志 区 公 民 館 長 ）  
永 野  彰 彦  （ 佐 志 郵 便 局 長 ・ C S ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ）  天 瀬  義 之 （ 佐 志 保 育 園 長 ）  
手 塚  千 鶴 子 （ 民 生 委 員 代 表 ）            平 田  雅 和 （ R 7  P T A 会 長 ）  
岸 良  よ し 子 （ ニ ュ ー 女 性 部 代 表 ）          東 郷  太 郎 （ R 5  P T A 会 長 ）  
宮 之 脇 加 代 子 （ 佐 志 区 女 性 部 長 ）            久 保  恵 子 （ R 5  P T A 副 会 長 ）  

毎 月 ３ 日 と ４ 日 は ，『佐志の日 』  ～ 地 域 の 学 校 参 観 日 ～  
 
0                    ６月 ３日 （火 ） ・４日 （水 ） 0９：３０～１１：３０  ２～３校 時  

 
地 域 の 皆 様 ， 佐 志 っ 子 た ち の 授 業 参 観 に ， ぜ ひ 学 校 へ お 越 し く だ さ い 。 お 待 ち し て

い ま す 。 ７ 月 ・ ９ 月 ・ 1 0 月 ・ 1 1 月 ・ 1 2 月 ・ ２ 月 も 予 定 し て お り ま す 。  

学校生活・家庭生活に関する相談  
  

県 や 町 の 事 業 で 相 談 体 制 の 充 実 が 図

ら れ て い ま す 。 下 記 の ３ 名 の 方 が 定 期

的 に 来 校 し ， 子 供 た ち や 保 護 者 の 皆 様

と 「 教 育 相 談 」 に 対 応 し て く だ さ い ま

す 。 ご 要 望 が あ り ま し た ら ， 担 任 や 学

校 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

★ Ｓ Ｃ （ ｽｸ ｰ ﾙ ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ ｰ） 椛 山 加 織 先 生  

★ Ｓ Ｓ Ｗ （ ｽ ｸ ｰ ﾙ ｿ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾜ ｰ ｶ ｰ ） 小 原 裕 貴 先 生  

★ Ｓ Ｓ Ｗ （ ｽ ｸ ｰ ﾙ ｿ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾜ ｰ ｶ ｰ ） 内 山 芳 美 先 生  

★ 町 教 育 相 談 員  祝 良 子 先 生  



 


